
（資料２－３）

29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

41 3-2-1

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化情報
の収集、
発信

広報たか
さご、市
ホーム
ページへ
の掲載

広報広聴
担当

情報発信の
充実

ホーム
ページアク
セス数
470,000件
フェイス
ブック登録
者
1,500件

0 情報発信の充実
イベント案内や活動
報告（写真掲載）を行
う。

イベント案内等、
情報提供すること
により、情報の周
知を図り、多くの
参加者を募る。

ホーム
ページアク
セス数
350,000件
フェイス
ブック登録
者1,800件

継続 継続 継続

21 1-3-7

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

鑑賞・体
験機会の
充実

各公民館 各公民館 ― 110 ふれあい広場

地域の子どもを対象
として書道教室など
の各種教室を開催す
る。

世代間相互の交
流を通しての体験
学習により、文化
技能等の伝承を
図るとともに地域
の連帯感を高め
る。

回数は未
定

継続 継続 継続

47 3-3-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

文化に関
する事業
への補
助、支援

各公民館
公民館使用
料の減免

10,000件 0 公民館使用料の減免
公民館登録グルー
プ、学校等の使用料
を減免する。

使用料を減免する
ことにより、各使用
団体の負担軽減
を図り、利用の促
進をする。

10,000件 継続 継続 継続

55 5-1-5

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

地域の活
性化活動
への支援

地域の特
産品の活
用

学務課

行事や地域
の特産品を
取り入れた
献立

行事食年7
回実施。
地元の食
材は可能
な限り使
用

0
行事や地域の特産品
を取り入れた献立

・行事に伴った給食
の献立を検討し、実
施する。
・近隣の野菜をＪＡか
ら購入する。
・学校給食に行事や
地域の特産品を取り
入れる。

・行事食を通して
伝統や歴史を学び
地域の食文化を
未来に伝えてい
く。
・地元の食材の旬
を知らせる。

行事食年7
回実施。
地元の食
材は可能
な限り使
用

継続 継続 継続
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29年度
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予算

(千円）
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6 1-1-2

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

伝統文化
の体験学
習

学校教育
課

「ふるさと高
砂学」の学
習

総合的な
学習の時
間を活用
し「ふるさ
と高砂学」
を実施す
る。

0
「ふるさと高砂学」の学
習

外部講師による謡曲
「高砂」の学習をはじ
め、高砂の特産物や
今昔等についての学
習を行う。

伝統や文化に関
する教育を計画的
に実施し、ふるさと
高砂を愛する心を
育てる。

総合的な
学習の時
間を活用
し「ふるさ
と高砂学」
を実施す
る。

継続 継続 継続

11 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

学校教育
課

謡曲「高砂」
の指導

16回 0 謡曲「高砂」の指導
専門家に依頼し、学
校で謡曲「高砂」を指
導する。

謡曲「高砂」に親し
む機会を設ける。

16回 継続 継続 継続

15 1-2-4

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

クラブ活
動指導者
の招へい

学校教育
課

学校のクラ
ブ活動への
指導者招聘

中学校の
希望に
添って配
置する。

1,560
学校のクラブ活動への
指導者招聘

中学校の部活動指
導を、外部の講師に
委託する。

外部講師に委託
することにより、専
門的な技術指導を
受ける機会とす
る。

中学校の
希望に
添って配
置する。

継続 継続 継続

17 1-3-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

子どもた
ちの創造・
発表する
機会の提
供、充実

学校教育
課

芸術鑑賞
会、教育美
術展、音楽
会

芸術鑑賞
会や美術
展、音楽
会を行う。

196
芸術鑑賞会、教育美
術展、音楽会

小中学校において、
芸術鑑賞会、教育美
術展、音楽会を行う。

芸術鑑賞会や美
術展、音楽会を行
うことで、文化の関
心を高める。

芸術鑑賞
会や美術
展、音楽
会を行う。

継続 継続 継続

25 2-1-4

文化資源
の発掘、
保存、活
用

地域の宝
の発掘、
ゆかりの
人物など
の顕彰

「ふるさと
高砂学」
の学習

学校教育
課

「ふるさと高
砂学」におけ
る高砂ゆか
りの人物の
学習

高砂にゆ
かりのあ
る人物に
ついて各
校で計画
的に実施
する。

0
「ふるさと高砂学」にお
ける高砂ゆかりの人
物の学習

教師用資料集「ふる
さと高砂学」を参考
に、社会科の時間を
中心に学習する。

教師用資料集「ふ
るさと高砂学」を参
考に、社会や総合
的な学習の時間を
中心に学習し、関
心を高める。

高砂にゆ
かりのあ
る人物に
ついて各
校で計画
的に実施
する。

継続 継続 継続
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3 1-1-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

歴史や伝
統文化を
学ぶ機会
の充実

教育セン
ター

高齢者大学
での講座

高砂市の
歴史、文
化に係る
カリキュラ
ムを実施
する。

100 高齢者大学での講座

高齢者を対象に生涯
学習の場を提供する
とともに、高砂市の歴
史や伝統文化を学習
する講座を設ける。

高齢者の学習要
求にこたえ、健康
の増進、教養及び
生活文化、生きが
いの向上を図る。

高砂市の
歴史、文
化に係る
カリキュラ
ムを実施
する。

継続 継続 継続

22 2-1-3

文化資源
の発掘、
保存、活
用

地域の宝
の発掘、
ゆかりの
人物など
の顕彰

歴史・文
化遺産め
ぐりの実
施

教育セン
ター

歴史史跡探
訪

曽根、高
砂、米田、
生石の４
回実施す
る。

0 歴史史跡探訪

高齢者大学の生徒に
対し、市内の史跡め
ぐりの授業を提供す
る。

市内の史跡を再
確認し、関心を
持ってもらう。

曽根、高
砂、米田、
生石の４
回実施す
る。

継続 継続 継続

40 3-1-7

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

活動、発
表などの
拡充

講座・教
室の開催

教育セン
ター

高齢者大学
での講座
（再掲1-1-
1）

高砂市の
歴史、文
化に係る
カリキュラ
ムを実施
する。

100
高齢者大学での講座
（再掲1-1-1）

高齢者を対象に生涯
学習の場を提供する
とともに、高砂市の歴
史や伝統文化を学習
する講座を設ける。

高齢者の学習要
求にこたえ、健康
の増進、教養及び
生活文化、生きが
いの向上を図る。

高砂市の
歴史、文
化に係る
カリキュラ
ムを実施
する。

継続 継続 継続

38 3-1-3

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

活動、発
表などの
拡充

展示・活
動スペー
スの活用

市民活動
推進課

市民ギャラ
リー「あい
ぽっと」の活
用

24団体 0
市民ギャラリー「あい
ぽっと」の活用

本庁舎１階市民室の
一部を活動の発表や
展示の場として提供
する。

市民の文化芸術
活動や市民活動
の向上を図る

24団体 継続 継続 継続

46 3-3-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

文化に関
する事業
への補
助、支援

市民活動
推進課

市民提案型
地域協働推
進事業「夢
のシロ」補助
金

予算の範
囲内で多く
の団体に
活用しても
らう。

1,000
市民提案型地域協働
推進事業「夢のシロ」
補助金

市民が主体的、自主
的に行う公益活動に
対し補助金を交付す
る。

市民の個性を活
かす市民参画都
市高砂をめざし、
市民の豊かな発
想による魅力的な
まちづくりを推進
するとともに、市民
活動のさらなる活
性化と地域力の向
上を図る。

予算の範
囲内で多く
の団体に
活用しても
らう。

継続 継続 継続
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(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

30年度番号
施策
番号

基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

31年度 32年度

30年度

13 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

生涯楽学
習課

図書館運営
管理事業

― 1,200 図書館運営管理事業

高砂市立図書館名
誉館長（歴史文化推
進員）を配置し講演
会等を実施する。

高砂市立図書館
を活動拠点として
歴史及び文化の
振興又は啓発を
促進する。

― 継続 継続 継続

7 1-1-2

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

伝統文化
の体験学
習

生涯学習
課

夏休み親子
歴史体験教
室

３回 0
夏休み親子歴史体験
教室

夏休み期間中に、小
学3～6年生を対象
に、マガタマづくり・石
割・高砂染めの体験
活動を、親子で行う。

こどもが親子で歴
史体験を行うこと
で、先人の知恵を
学ぶ機会を設け
る。

３回 継続 継続 継続

8 1-1-2

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

伝統文化
の体験学
習

生涯学習
課

移動歴史教
室・歴史民
俗資料室見
学

全小学校 0
移動歴史教室・歴史民
俗資料室見学

社会科授業の一環
で、小学校３年生の
児童を対象に、民俗
資料の貸し出しや歴
史民俗資料室を見学
してもらう。

こどもに、数十年
前の実際の道具
に触れ体感しても
らうことで、郷土の
歴史や先人の身
近なくらしを学習
する機会となる。

全小学校 継続 継続 継続

9 1-1-2

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

伝統文化
の体験学
習

生涯学習
課

放課後子ど
も教室

学習の
場、体験
の場を提
供する。

4,148 放課後子ども教室

放課後や週末等に子
どもの安全・安心な
活動拠点を設け、文
化活動等を通して地
域住民との交流を図
る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の
場、体験
の場を提
供する。

継続 継続 継続

19 1-3-7

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

鑑賞・体
験機会の
充実

生涯学習
課

放課後子ど
も教室

学習の
場、体験
の場を提
供する。

4,148 放課後子ども教室

放課後や週末等に子
どもの安全・安心な
活動拠点を設け、文
化活動等を通して地
域住民との交流を図
る。

子どもが安全・安
心して活動できる
場の確保

学習の
場、体験
の場を提
供する。

継続 継続 継続
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事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標
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23 2-1-3

文化資源
の発掘、
保存、活
用

地域の宝
の発掘、
ゆかりの
人物など
の顕彰

歴史・文
化遺産め
ぐりの実
施

生涯学習
課

申義堂の活
用

申義堂
土日祝日
公開、平
日利用の
促進と関
連イベント
との協働

1,082 申義堂の活用

高砂市に保存継承さ
れてきた文化財建造
物を維持管理すると
ともに、一般公開し、
関連する講演会・展
示活動等を行う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

申義堂
土日祝日
公開、平
日利用の
促進と関
連イベント
との協働

継続 継続 継続

24 2-1-3

文化資源
の発掘、
保存、活
用

地域の宝
の発掘、
ゆかりの
人物など
の顕彰

歴史・文
化遺産め
ぐりの実
施

生涯学習
課

旧入江家の
活用

入江家
年２回公
開

1,698 旧入江家の活用

高砂市に保存継承さ
れてきた文化財建造
物を維持管理すると
ともに、一般公開し、
関連する講演会・展
示活動等を行う。

指定文化財として
保存を図るだけで
なく、公開等の活
用を通じて、文化
財保護を市民に周
知・啓発する。

入江家
年１回公
開
地域住民
によるイベ
ント実施等

継続 継続 継続

28 2-2-1

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

歴史的資
料の収
集、保存、
整理

生涯学習
課

市史に関す
る歴史的資
料の収集、
保存、整理

高砂市に
まつわる
歴史的資
料の収集

0
市史に関する歴史的
資料の収集、保存、整
理

現存する歴史的資料
の調査・収集を行い、
それらの保存整理を
行う。

市史刊行にあたり
収集した資料を、
刊行後、活用でき
るように整理す
る。

高砂市に
まつわる
歴史的資
料の収集

継続 継続 継続

29 2-2-3

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

竜山石を
利用した
文化財の
標柱の設
置

生涯学習
課

市指定文化
財案内板

新指定の
件数

0 市指定文化財案内板

市指定の建造物・史
跡の周知を図るた
め、案内板を設置す
る。

標柱（案内板）を
設置することによ
り、市指定文化財
の周知を行い、後
世へ継承する。

新指定の
件数

継続 継続 継続

31 2-2-7

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
（石の宝
殿・竜山
石切場）
の保存、
活用

生涯学習
課

文化資源
（石の宝殿・
竜山石切
場）の保存、
活用

史跡保存
整備計画
の策定

4,733
文化資源（石の宝殿・
竜山石切場）の保存、
活用

史跡保存活用計画に
基づき、、文化財の
保存活用を図るた
め、整備計画を策定
する。

市内唯一の国史
跡で、石の文化の
中心である「石の
宝殿及び竜山石
採石遺跡」の、文
化財保護を図る。

史跡保存
整備計画
の策定

継続 継続 継続
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29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

30年度番号
施策
番号

基本
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施策の
方向
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番号

担当課
（主催）

31年度 32年度

30年度

32 2-2-7

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
（石の宝
殿・竜山
石切場）
の保存、
活用

生涯学習
課

工楽松右衛
門旧宅保存
整備事業

－ 140,398
工楽松右衛門旧宅保
存整備事業

市指定史跡の工楽
松右衛門旧宅を保存
整備するための改修
を行う。

市指定史跡を構
成する要素の建
築物を保全する。

－ 継続 継続 継続

49 3-3-3

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

後援申請
の案内、
承認

生涯学習
課

後援申請の
案内

申請に応
じて

0 後援申請の案内

活動団体のイベント
等に対して、後援申
請の案内及び承認を
行う。

市民の幅広い参
加教育行政への
寄与

申請に応
じて

継続 継続 継続

52 3-3-7

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

指定文化
財の保護

生涯学習
課

指定文化財
の保護

― 5,521 指定文化財の保護

市文化財保護条例に
より、市内にある指
定文化財の保存、継
承、活用に努め、郷
土に対する認識を深
める。

文化財保護法に
のっとり市内に点
在する文化財の
保存・整備・活用
を図る。

― 継続 継続 継続

53 3-3-7

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

指定文化
財の保護

生涯学習
課

工楽松右衛
門旧宅保存
整備事業
（再謁2-2-
7）

－ 140,398

工楽松右衛門旧宅保
存整備事業
（再謁2-2-7）

市指定史跡の工楽
松右衛門旧宅を保存
整備するための改修
を行う。

市指定史跡を構
成する要素の建
築物を保全する。

－ 継続 継続 継続

35 2-2-7

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
（石の宝
殿・竜山
石切場）
の保存、
活用

消防（総務
課）

高砂分署旧
庁舎保存活
用事業

１階は水
防倉庫と
して使用
し、２階は
消防の歴
史に触れ
ながら、火
災予防の
普及啓発
に努める
とともに、
国の文化
財として登
録をする。

249
高砂分署旧庁舎保存
活用事業

高砂分署旧庁舎を水
防倉庫に活用すると
ともに、文化観光資
源として保存する。

高砂分署旧庁舎
を水防倉庫に活用
し、消防の歴史に
触れながら、火災
予防の普及啓発
に努めるとともに、
文化観光資源とし
て保存、活用を図
る。

１階は水
防倉庫と
して使用
し、２階は
消防の歴
史に触れ
ながら、火
災予防の
普及啓発
に努める。
また、国の
文化財に
登録済み
であること
から観光
資源として
も活用す
る。

継続
継続
(見直

し)

継続
(見直

し)
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29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

30年度番号
施策
番号

基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

31年度 32年度

30年度

27 2-1-5

文化資源
の発掘、
保存、活
用

地域の宝
の発掘、
ゆかりの
人物など
の顕彰

高砂ゆか
りの人物
の記念事
業の開催

青少年セ
ンター

子ども見守
り放送

土曜日、
日曜日及
び学校の
長期休業
日等を除
き、毎日午
後2時30
分に放送
する。

0 子ども見守り放送

小学生低学年児童
の下校時間に合わせ
て、月の沙漠のメロ
ディを防災行政無線
で放送し、見守り活
動時刻を知らせる。

児童の見守り活動
時刻を知らせると
ともに、本市出身
の佐々木すぐる氏
を顕彰する。

土曜日、
日曜日及
び学校の
長期休業
日等を除
き、毎日午
後2時30
分に放送
する。

継続 継続 継続

48 3-3-3

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

後援申請
の案内、
承認

総務課
後援申請の
案内、承認

申請に応
じて

0
後援申請の案内、承
認

活動団体のイベント
等に対して、後援申
請の案内及び承認を
行う。

学術、文化、ス
ポーツ及び福祉等
に関する事業を行
う団体に対し、市
の後援名義 の使
用を承認すること
によりその事業を
奨励し、学術、文
化及びスポーツの
振興並びに福祉
の増進等に資する
ことを目的とする。

申請に応
じて

継続 継続 継続

2 1-1-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

歴史や伝
統文化を
学ぶ機会
の充実

中央公民
館

市民教養講
座

8回中文化
関係の回
数は未定

170 市民教養講座
市民対象に８回の講
座を開催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決
に役立てる。

8回中文化
関係の回
数は未定

継続 継続 継続

12 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

中央公民
館

市民教養講
座（再掲1-
1-1）

8回中文化
関係の回
数は未定

170
市民教養講座（再掲1-
1-1）

市民対象に８回の講
座を開催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決
に役立てる。

8回中文化
関係の回
数は未定

継続 継続 継続

39 3-1-7

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

活動、発
表などの
拡充

講座・教
室の開催

中央公民
館

市民教養講
座
（再掲1-1-
1）

8回中文化
関係の回
数は未定

170
市民教養講座
（再掲1-1-1）

市民対象に８回の講
座を開催する。

諸問題を色々な分
野を通して複合的
に学習し、各人の
生活課題の解決
に役立てる。

8回中文化
関係の回
数は未定

継続 継続 継続
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29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

30年度番号
施策
番号

基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

31年度 32年度

30年度

42 3-2-5

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化情報
の収集、
発信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発
行

都市政策
課

みなとまちづ
くり瓦版

瓦版第11
号の発行

761
みなとまちづくり瓦版

瓦版を発行し、みなと
まちづくりに係る活動
等をＰＲする。

みなとまちづくり瓦
版を発行し、活動
等をＰＲする。

瓦版第12
号の発行

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

43 3-2-5

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化情報
の収集、
発信

リーフレッ
ト、地図の
作成、発
行

都市政策
課

高砂堀川再
発見地図

随時
761

（再掲）
高砂堀川再発見地図

再発見地図を発行
し、みなとまちづくり
に係る活動等をＰＲ
する。

再発見地図を配
布し、高砂町の史
跡、旧跡等をＰＲ
する。

随時 継続 継続 継続

1 1-1-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

歴史や伝
統文化を
学ぶ機会
の充実

文化ス
ポーツ課

高砂文化教
室「高砂学」

活動編
6回
講座編
4回
寺子屋編
1回
謡曲編
5回

65
高砂文化教室「高砂
学」

市民講師による歴史
文化の講座、野外活
動を行う。

高砂の歴史や文
化について学ぶ機
会を設ける。

活動編
6回
講座編
4回
謡曲編
5回

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

5 1-1-2

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

伝統文化
の体験学
習

文化ス
ポーツ課

高砂こども
狂言ワーク
ショップ

8回 1,300
高砂こども狂言ワーク
ショップ

幼稚園、保育園の５
歳児を対象に、こども
狂言ワークショップ等
を実施する。

幼稚園、保育園児
を対象に、古典芸
能である能狂言を
体験する機会を設
ける。

8回 継続 継続 継続

10 1-2-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

研究家・
専門家の
活用

文化ス
ポーツ課

高砂文化教
室「高砂学」
での講師

活動編
6回
講座編
4回
寺子屋編
1回
謡曲編
5回

65
(再掲）

高砂文化教室「高砂
学」での講師

市民講師を募集し、
「高砂学」にて講義や
指導を行う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努
める。

活動編
6回
講座編
4回
謡曲編
5回

継続 継続 継続

14 1-2-2

文化を担
う人材の
育成、活
用

地域の歴
史・文化
研究科や
専門家、
コーディ
ネーター
の活用

各種ボラ
ンティアの
募集、登
録、活用

文化ス
ポーツ課

高砂文化教
室「高砂学」
での講師
（再掲1-2-
1）

活動編
6回
講座編
4回
寺子屋編
1回
謡曲編
5回

65
(再掲）

高砂文化教室「高砂
学」での講師
（再掲1-2-1）

市民講師を募集し、
「高砂学」にて講演や
指導を行う。

地域で活動してい
る人の知識、経験
を活用し、知識や
技術の普及に努
める。

活動編
6回
講座編
4回
謡曲編
5回

継続 継続 継続
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29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

30年度番号
施策
番号

基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

31年度 32年度

30年度

18 1-3-5

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

外国との
交流事業
の促進

文化ス
ポーツ課

ラトローブ市
との姉妹都
市交流

8名 3,000
ラトローブ市との姉妹
都市交流

姉妹都市であるオー
ストラリアのラトロー
ブ市へ親善大使を派
遣し、交流する。

姉妹都市である
オーストラリアのラ
トローブ市と友好
親善を深めるとと
もに、国際理解や
関心を高める。

8名 継続 継続 継続

26 2-1-5

文化資源
の発掘、
保存、活
用

地域の宝
の発掘、
ゆかりの
人物など
の顕彰

高砂ゆか
りの人物
の記念事
業の開催

文化ス
ポーツ課

高砂ゆかり
の人物の生
誕・没後記
念事業

各ゆかり
の人物に
ついて顕
彰する事
業を実施
する。

5
高砂ゆかりの人物の
顕彰事業

高砂文化教室　「高
砂学」講座編、活動
編の実施

市や団体が事業
等を実施すること
により、ゆかりの
人物やその功績を
周知する。

高砂学講
座編４回
活動編１
回

継続 継続 継続

30 2-2-3

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

竜山石を
利用した
文化財の
標柱の設
置

文化ス
ポーツ課

ふるさと文化
財案内板
（標柱）

広報、
ホーム
ページで
周知する。

0
ふるさと文化財案内板
（標柱）

ふるさと文化財として
登録された財産につ
いて、竜山石製の標
柱（案内板）を設置す
る。
また、案内板の周知
を行う。

標柱（案内板）に
より、ふるさと文化
財の周知を行い、
後世へ継承する。

広報、
ホーム
ページで
周知する。

継続 継続 継続

34 2-2-7

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
（石の宝
殿・竜山
石切場）
の保存、
活用

文化ス
ポーツ課

謡曲「高砂」
のＣＤ配付

420件 76 謡曲「高砂」のＣＤ配付
婚姻届を提出した人
等に謡曲「高砂」のＣ
Ｄを配付する。

謡曲「高砂」を聴く
機会を設けるとと
もに、高砂市が謡
曲「高砂」ゆかりの
地であることをＰＲ
する。

350件 継続 継続 継続

36 2-3-4

文化資源
の発掘、
保存、活
用

伝統文化
を学ぶ機
会づくり

謡曲教室
の開催

文化ス
ポーツ課

高砂文化教
室「高砂学」
謡曲編

5回 4
高砂文化教室「高砂
学」謡曲編

市民講師による謡曲
教室を開催する。

市民の謡曲「高
砂」への関心を高
め、より多くの人
が謡えるようにす
る。

5回 継続 継続 継続

37 3-1-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

活動、発
表などの
拡充

主体的な
想像、発
表の場の
展開

文化ス
ポーツ課

高砂市美術
展

300点 3,167 高砂市美術展
高砂市美術展を開催
する。

文化作品を発表す
る場と、鑑賞する
機会を設ける。

300点 継続 継続 継続

44 3-3-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

文化に関
する事業
への補
助、支援

文化ス
ポーツ課

文化連盟等
への補助金

16団体 792
文化連盟等への補助
金

文化まつりとして、文
化連盟及び加盟団体
が行う事業に対し、
補助金を交付する。

各文化活動を支
援することにより、
文化振興を図る。

16団体 継続 継続 継続
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29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

30年度番号
施策
番号

基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

31年度 32年度

30年度

50 3-3-4

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

文化会館
等施設の
整備、充
実

文化ス
ポーツ課

文化会館・
文化保健セ
ンターの施
設整備

①文化会
館1階トイ
レ、舞台屋
上防水、
展示集会
室・１階ロ
ビー空調
改修工事
②指定管
理者によ
る小修繕

31,202
文化会館・文化保健セ
ンターの施設整備

施設の整備を行う。

文化に接する場や
練習、発表の場を
整備、充実するこ
とにより、活動団
体を支援する。

文化保健
センター整
備事業（エ
レベーター
更新工
事、屋上
防水改修
工事）

継続 継続 継続

45 3-3-2

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

文化に関
する事業
への補
助、支援

文化ス
ポーツ課
（文化会
館）

文化会館、
文化保健セ
ンターの優
先利用及び
利用料金の
減免

16事業 1,100

文化会館、文化保健
センターの優先利用及
び利用料金の減免

・文化まつり事業に
ついては、優先利
用、利用料金の減免
をする。
・文化連盟加盟団体
の行う事業は、利用

優先利用、利用料
金の減免により、
文化活動を行う団
体を支援する。

16事業 継続 継続 継続

51 3-3-5

文化を基
盤に市
民、団体
等、市と
の連携

文化を中
心とした
行政施策
の推進・
連携

指定管理
者等との
連携

文化ス
ポーツ課
ほか

指定管理者
との連携

・会議
月１回
・運営委員
会
年１回
・事業随時

0 指定管理者との連携
施設管理や実施事
業等について連携を
図る。

施設管理や実施
事業等について連
携を図ることによ
り、文化団体が活
動しやすい環境づ
くりや多様な文化
事業を展開する。

・会議
月１回
・運営委員
会
年１回
・事業随時

継続 継続 継続

20 1-3-7

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

鑑賞・体
験機会の
充実

未来戦略
推進室
若者・青少
年支援担
当

夏休み工作
教室

20人 41 夏休み工作教室
小学生を対象に自由
木工工作を実施す
る。

工作を通じて物づ
くりの楽しさを体験
する。

20人 継続 継続 継続

16 1-3-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

子どもの
学習機会
の充実

子どもた
ちの創造・
発表する
機会の提
供、充実

幼児保育
課（保育
所・こども
園）

子育ち応援
フェア

高砂の歴
史、文化
や地域の
魅力を保
護者と共
に学び、
子育ちを
応援する。

280
子育ち応援フェア

・歴史文化の継承に
取り組んでいる行事
等を紹介する。
・地域の民話の読み
聞かせや、参加者が
身体、歌、言葉で表
現して遊ぶ。

市内の就学前のこ
ども達にふるさと
のことを知り、体で
表現する機会を与
える。

高砂の歴
史、文化
や地域の
魅力を保
護者と共
に学び、
子育ちを
応援する。

継続 継続 継続
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29年度

事業の名称 目標
予算

(千円）
事業の名称 事業の概要 事業目的 目　標

30年度番号
施策
番号

基本
施策

施策の
方向

施策
番号

担当課
（主催）

31年度 32年度

30年度

54 5-1-5

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

地域の活
性化活動
への支援

地域の特
産品の活
用

幼児保育
課（保育
所・こども
園）

行事や地域
の特産品を
取り入れた
献立

高砂の特
産品を取
り入れるこ
とで、地域
活性化を
促進する。

0
行事や地域の特産品
を取り入れた献立

・行事に伴った給食
やおやつの献立を検
討し、実施する。
・近隣の野菜をＪＡか
ら購入する。
・保育園の給食に行
事や地域の特産品を
取り入れる。

保育園の日常的
な給食や食育行
事のなかで高砂特
産品を取り入れる
ことで、地域活性
化につなげる。

高砂の特
産品を取
り入れるこ
とで、地域
活性化を
促進する。

継続 継続 継続

4 1-1-1

文化を担
う人材の
育成、活
用

伝統文化
などの継
承者の育
成

歴史や伝
統文化を
学ぶ機会
の充実

産業振興
課

地場産業人
材育成等支
援事業

織職人3人
育成

1,500
地場産業人材育成等
支援事業

竜山石を主とする石
材業の担い手の育成
を支援するため、竜
山石を活用したワー
クショップ開催等竜山
石関係事業を支援す
る取組を検討する。

市内の中小企業
者等が行う地場産
業の継承及び新
規地場産業の創
造に伴う人材の育
成及びものづくり
技術の向上に向
けた取組を支援す
る。

竜山石を
活用した
ワーク
ショップの
開催支援
（年1回以
上）

継続
（見直

し）

継続
（見直

し）

継続
（見直

し）

33 2-2-7

文化資源
の発掘、
保存、活
用

文化に関
わる資源
の普及

文化資源
（石の宝
殿・竜山
石切場）
の保存、
活用

産業振興
課

日本三奇観
光パート
ナーシップ

― 20,000
日本三奇観光パート
ナーシップ

高砂市観光交流
ビューローと連携・協
力し、日本三奇（宮城
県塩竈市「四口の神
釜」、宮崎県高原町
「天之逆鉾」、高砂市
「石乃寳殿」）をイベ
ント等でＰＲする。

3市町の観光関係
団体が連携した取
組みを行うことに
よって日本三奇
（宮城県塩竈市
「四口の神釜」、宮
崎県高原町「天之
逆鉾」、高砂市「石
乃寳殿」）をＰＲす
る。

市外のイ
ベントに参
加しＰＲす
る。（年1
回以上）

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

継続
(見直

し)

56 5-2-2

文化によ
る産業振
興や地域
の活性化

特産品の
開発、販
売

高砂ブラ
ンド商品
の活用

産業振興
課

「たかさご未
来寄附金」
の高砂ブラ
ンド商品贈
呈

1,500件 13,110
「たかさご未来寄附
金」の高砂ブランド商
品贈呈

寄附者に対して高砂
ブランドの記念品を
贈呈する。

高砂名産品の魅
力を発信し、高砂
ブランドを広める。

1,500件 継続 継続 継続
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